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被爆 ・ 戦後75年、 核不拡散条約（ＮＰＴ）50年を向えて
コロナ禍の今こそ、平和を考える夏に

　2020年の今年は、 被爆 ・ 戦後75年、 ＮＰＴ核不拡散条約発効50年を迎える年で
す。 しかし世界的なコロナ禍の影響で、 4月の原水爆禁止世界大会ニューヨーク、５月
から始まった国民平和大行進の出発式、 8月の原水爆禁止2020年世界大会はオンラ
イン開催となり、 ＮＰＴ再検討会議は延期となりました。 しかし、 平和への行動は動
きを止めることなく今年も核兵器廃絶への 「平和の波」 を、世界大会開催と呼応して各
地で共同行動を起こそうと呼びかけられています。
　被爆者の平均年齢は80歳を超え、 被爆体験を直接聞ける機会も減っています。 し
かし、 2017年国連で採択された 「核兵器禁止条約」 は批准国が38か国に上り、 発効
に必要な50か国まで12か国に迫っています。 今こそ兵器や核兵器を買うためでなく、
いのちや平和を守るための施策へ。 この夏は核兵器廃絶に向けての連帯と共同で地
域から行動しましょう。

　国民平和大行進（スタンディングを行います）

　7月８日(水)　　９： 30 ～ 川口駅東口デッキ　集合
　　　　　　　　  　　17： 00 ～ 鳩ケ谷駅東口　集合
　当日は、世界大会オンライ開催と原水協支援の募金を行います。「平和の波」 運
　動のパンフレットの普及と合わせてご協力ください。

　「原爆と人間」展

　7月 29日(火) ～ 8月7日(金)　川口市役所１階多目的スペース
　今年は新庁舎の１階（バス停前）での開催です。 「原爆と人間」 パネル、 広島の
　高校生が描いた 「原爆の絵」 を展示します。ご来場ください。

マイナンバーカードを高齢者に促進？

　今６月議会、 後期高齢者医療事業特別会計補正予算の中に、 マイナンバーカード
取得促進のためのパンフレット、 カードの申請書と返信封筒を、 保険料の決定通知に
同封し送付するための、 通信運搬費と封入封緘業務委託料が計上されました。 これは
厚生労働省と、埼玉県後期高齢者医療広域連合からの取得促進のための協力要請に
よるものです。
　１年前の2019年６月、 政府はマイナンバーカードを2021年３月を目途に健康保
険証として本格運用するとしました。 しかし、 そもそもマイナンバーカードの保険証と
しての利用は、 マイナンバー法が成立した際も、 医療情報は特に細心の注意を要する
デリケートな個人情報が含まれ、 漏えい等が生じた場合には個人のプライバシーに重
大な損害を与えるとして、 マイナンバーを医療情報には使わないとしていたのです。 
　今回の保険証利用については医師の団体の一部からも、 持ち歩くことによって紛失
の恐れが有ること。 また医療機関においても、 設備の新設やセキュリティ対策の負担
増などの懸念が寄せられています。
　このコロナ禍において、 一律10万円が給付される特別定額給付金のオンライン申
請をしようと、５月の連休明けから、 マイナンバーカードの新規申請や再発行 （パスワ
ード忘れや期限切れ）、のため更新手続きなどで市役所の窓口には多くの市民が来所
し、 問い合わせが殺到しました。 川口市は、 オンライン申請は確認作業などに時間が
かかるため、６月18日から停止し、 郵送のみの申請としています。 これは本市だけで
はなく、 オンラインを停止したのは90自治体を超えました。
　マイナンバーカードについても、 いまだ個人情報の漏えいやカードの紛失 ・ 盗難と
いった不安はぬぐえず、 本市においても普及率は14％程度にとどまっています。 申請
書の送付は、 高齢者に向けてマイナンバーカードを強引に普及させ、 保険証としての
所持を進めようとするものであり補正予算には反対しました。

後期高齢者の保険料決定通知に
マイナンバーカードの申請書を同封


